
新
潟
・寺
前
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
大
字
上
中
篠

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
五
月
？
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
新
潟
県
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
赤
羽
正
春

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

。
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

寺
前
遺
跡
は
出
雲
崎
の
海
岸
か
ら
約
二
血
内
陸
に
あ
り
、
標
高
二
五
ｍ
、
比

高
差

一
〇
ｍ
の
小
高
い
丘
を
背
に
、
島
崎
川
に
面
し
て
南
側
に
開
い
た
舌
状
の

緩
斜
面
上
に
位
置
し
て
い
る
。

調
査
は
国
道

一
一
六
号
線

バ

イ
パ
ス
エ
事
に
伴
う
も
の
で
、

発
掘
面
積
約
六
〇
〇
〇
ド
の
中

に
、
縄
文
後

・
晩
期
、
平
安
時

代
、
中
世
の
遺
物
包
含
層
が
二

・
五
ｍ
准
積
し
た
複
合
遺
跡
で

あ
る
。
本
年
度
は
平
安
時
代
、

中
世
の
調
査
を
行
っ
た
。

木
簡
が
出
土
し
た
の
は
地
表
か
ら
約
八
〇
伽
掘
り
下
げ
た
鎌
倉
時
代
の
木
組

み
水
路
の
杭
の
根
元
で
あ
る
。
こ
の
水
路
は
小
高
い
丘
の
す
ぐ
下
に
掘
ら
れ
た

一
辺

一
・
五
ｍ
の
維
板
組
み
井
戸
か
ら
流
れ
て
く
る
水
を
受
け
る
た
め
に
、
幅

八
Ｏ
ｃｍ
、
長
さ
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
樋
状
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
水
路
の

側
板
を
と
め
る
杭
で
支
え
ら
れ
て
い
る
。
底
に
設
置
さ
れ
た
板
の
間
が
数
箇
所

区
切
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
割
れ
た
カ
フ
ラ
ケ
が

一
箇
所
に
五
ｉ
六
枚
ず

つ
出
上
し
て
い
る
。

こ
の
水
路
と
平
行
し
て
三
間
×
六
間
の
総
柱
の
掘
立
柱
建
物
が
存
在
す
る
。

こ
の
建
物
の
柱
穴
は
す
べ
て
礎
板
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に

一
〇
棟

近
い
掘
立
柱
建
物
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
鋳
型

・
溶
壁

・

鉱
津

・
ト
リ
ベ
な
ど
が
出
土
し
、
鉄
製
品
を
製
作
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
漆
器
や
そ
の
未
成
品
、
四
〇
点
の
下
駄
、
五
〇
点
の
斎
串
、
檜
扇
、
櫛
な

ど
の
大
量
の
木
製
品
が
出
上
し
て
い
る
。
焼
物
で
は
珠
洲
焼
が
多
く
、
中
国
陶

磁
器
の
ほ
か
、
東
海
産
山
茶
碗
、
畿
内
産
瓦
器
碗
な
ど
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
蘇
民
将
来

ノ
子
孫
也

蘇
民
将
来

ノ
子
孫
也
」
　
　
　
　

　
　
　
　

Ｐ『巽
］契
］
ｇ

鎌
倉
時
代
の
木
組
み
水
路
の
最
後
尾
を
と
め
た
二
本
の
杭
で
と
め
ら
れ
た
枕

木
の
下
、
杭
と
杭
の
間
か
ら
、
三
点
出
上
し
た
。
他
の
二
点
も
同
文
で
あ
る
。

水
路
設
置
に
伴
う
、
信
仰
上
の
札
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　

　

　

（赤
羽
正
春
）

(出雲崎)


